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『ドニー・ダーコ』における多様な解釈
──イエス・キリストの寓意──
 文１０－４６１ 辻　下　貴　裕
序論
『ドニー・ダーコ』（Donnie Darko, 2001）はリチャード・ケリー（Richard Kelly）が脚本と監督
を手がけた心理ホラー・SF 映画である。2001 年にサンダンス映画祭で公開され、批評家から高く
評価されたものの、同年の 10 月にアメリカで劇場公開された際は、9 月 11 日のテロ事件の直後で
あり、わずか 58 の映画館での公開にとどまる。この年の興行収入は 52 万ドル弱で、制作費の 450
万ドルを遥かに下回る赤字となる。公開当初の売り上げこそ振るわなかったものの、この映画は
口伝えに人気を集め、ニューヨーク市のパイオニア劇場が本作品の深夜上映を始め、28 ヶ月にわ
たるロングランを記録する。2002 年にリリースされた DVD の売り上げが好調で、2004 年には
ディレクターズ・カット版が発売される。DVD はアメリカ国内だけで 1,000 万ドルの売り上げを
記録し、カルト・ムービーとして熱狂的なファンを生み出した作品である。本論文では、作品が
製作された当時のアメリカの時代背景、それぞれの登場人物、使用されている音楽などの特徴を
踏まえつつ、『不思議の国のアリス』（Aliceʼs Adventures in Wonderland, 1865）や『最後の誘惑』
（The Last Temptation of Christ, 1988）との比較を通して、『ドニー・ダーコ』が表現しているもの
について論じる。
第一章では、主人公を取り巻く郊外コミュニティの在り方を批判的に考察する。ドニ （ーDonnie）
が自身の心の病気によって生み出したフランク（Frank）が彼のもう一つの自我として機能してい
ることを示し、彼が心の葛藤を繰り返しながら疎外感から自由になり、周りの人々への愛情を取
り戻していく過程を論じる。
第二章では、『ドニー・ダーコ』の代表的な二つの解釈について論じる。一つ目は、夢であると
いう解釈で、いくつかの特徴的な場面を取り上げ、夢のモチーフを考察し、物語がドニーの見て
いた夢であることを明らかにする。二つ目は、タイム・トラベルであるという解釈で、ディレク
ターズ・カット版で追加されたシーンや作中の The Philosophy of Time Travel がドニーに与えた影
響を中心に、彼のヒロイックな視点からタイム・トラベルを行う目的を明らかにする。
第三章では、『最後の誘惑』と比較し、『ドニー・ダーコ』が自己犠牲を通して他者を救済する
物語であることを明らかにする。さらに『最後の誘惑』におけるイエス・キリスト像と比較しな
がら、運命という観点において、『ドニー・ダーコ』の物語が果たす寓話性について論じる。
第一章　主人公を取り巻く環境
本章では、中流階級の生まれで何一つ不自由のないはずの主人公が社会への不満を持ち、疎外
感を抱く中で、自己や他者との葛藤を繰り広げていく要因を考察する。第一節では、主人公たち
の反社会的な行動に込められる 80 年代の画一的なアメリカ社会に対する批判的な見方を考察す
る。第二節では、主人公のもう一つの自我として現れるフランクの意義を明らかにし、その特徴
的な場面を取り上げ、主人公にもたらす影響を考察する。第三節では、疎外感を抱いていた主人
公が周囲の人間と関わり、飛行機のエンジン落下事故から 28 日間の内に恋人や家族への愛情を取
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り戻す過程と意識の変化を論じる。
第一節　秩序を乱す者たち
『ドニー・ダーコ』は、80 年代の典型的な郊外に暮らす人々の画一的な価値観、それに基づく画
一的な教育観、そして偏った宗教観を登場人物の行動や台詞から批判的に描いた作品である。本
節では、主人公ドニー、転校生グレッチェン（Gretchen）、英語教師ポメロイ（Pomeroy）の行動
や台詞を踏まえて、郊外のコミュニティへの批判的な見方を考察する。
映画は 80 年代の典型的な郊外の街並みを映し出し、主人公のドニーが自転車で帰宅するシーン
から始まる。BGM には 80 年代のポップ・ミュージックが流れている。家の様子や家族の暮らし
ぶりから、ドニーは比較的裕福な家庭に生まれ、何の不自由もない高校生活を送っていることが
窺える。しかし、彼は精神病を患っていて、家族と打ち解けていない。さらに、病気の影響で夜
になると街を徘徊し、幻覚を見たり幻聴を聞くようになる。単調な学校生活の中でドニーは人々
の画一的な価値観に疑念を抱き、自分の意志を貫くことでそれに抵抗する。その抵抗はコミュニ
ティの秩序を乱す反社会的な行為となり、郊外のコミュニティを批判的に映し出すものへと転換
されるのである。ドニーの反社会的な行為の例として、未成年で喫煙をしていること、悪戯で学
校の水道管を破壊すること、学校の課外授業でファーマー先生（Farmer）の指示を無視し侮辱す
ること、講演会で自己啓発のカリスマであるジム・カニングハム（Jim Cunningham）の助言を全
て否定し彼を侮辱すること、悪戯でジム・カニングハムの家に放火すること、ハロウィン・パー
ティで飲酒をすること、キリスト教信者であるにも関わらずグレッチェンと婚前交渉を行うこと、
拳銃で姉の恋人のフランクを射殺することなどが挙げられる。
ドニーの通う高校は厳格なキリスト教精神に律せられている高校である。ゆえに、薬物や未成
年の飲酒や婚前交渉はタブーとされている。しかし、それらはむしろ彼の日常の一部であるかの
ごとく肯定的に描かれる一方で、大人たちが持てはやすジム・カニングハムの自己啓発セラピー
が胡散臭いものとして描かれている。ドニーがしていることは犯罪行為だが、罪に問われること
はない。彼の行為は目的や理由が明確で正当化されており、観客は彼の考えに同調するようにな
る。課外授業で行われるファーマー先生の愛と恐怖の善悪二元論は画一的な価値観の強制であり、
観客はドニーと同様に人間の感情とはもっと複雑なものであり、単純に二分することなどできな
いと感じる。このような単純二元論を押し付ける郊外コミュニティの在り方に疑念を抱くのであ
る。ファーマー先生の授業を無視したことで、ドニーは課外授業を停止される。さらにファーマー
先生の崇拝するジム・カニングハムは自身の講演会でキリスト教の教えを踏まえつつ、生徒の問
いに対して愛と恐怖の善悪二元論になぞらえてアドバイスを送る。ドニーはこれを否定し合理的
な改善策を主張し、彼に向かって “I think you're the fucking antichrist.”(1) と言って、講演会から追
い出される。ここでも観客はドニーの考えに同調し、異質な郊外コミュニティの在り方とともに
画一的な価値観に基づく偏った宗教観に対して懐疑的になるのである。
転校生グレッチェンは、逃亡中の犯罪者である父親から身を隠すために母親とともに郊外にやっ
てきた、このコミュニティの安定を脅かす存在である。彼女自身が何か行動を起こすわけではな
いが、ドニーが学校の水道管を破裂させる理由は彼女と出逢う口実を作るためであり、ドニーは
彼女とデートすることで、家族との関係が希薄になっていく。グレッチェンの存在がドニーにとっ
て婚前交渉の要因となっていることから、彼女は間接的にではあれコミュニティの秩序を乱す反
社会的な存在となっている。
英語教師ポメロイは、学校の授業で少年たちの破壊をテーマに書かれた短編であるグレアム・
グリーン（Graham Greene）の “The Destructors” を教材に使い、ドニーが学校の水道管を破裂さ
せることやジム・カニングハムの家に放火することに影響を与えただけでなく、安定を望む学校
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の秩序を乱している。ポメロイ先生は敢えて少年たちの破壊をテーマにした教材を使用し各生徒
に意見を求めることで、生徒の多様な価値観を引き出そうとしている。生徒たちはそんな革新的
な授業に興味を持って積極的に授業に参加している。対照的に、愛と恐怖の価値観に縛られた
ファーマー先生の課外授業は、画一的であり生徒たちの意欲が感じられない。ところが、生徒た
ちが求める革新的な授業を行っているポメロイ先生は、校長から解雇を言い渡されるのである。
その際、ポメロイ先生と校長は以下のような会話を交わす。
 Principal:  I'm sorry, Karen, but we don't think the methods you've undertake  
here appropriate. 
 Karen Pomeroy:  With all due respect, sir, what exactly about my methods do you ﬁnd 
inappropriate? 
 Principal:  I don't have time to get into a debate about this Karen.  I believe Iʼve made 
myself clear. 
 Karen Pomeroy:  You call this clarity?  I donʼt think that you have a clue what itʼs like to 
communicate with these kids.  And we are losing them to apathy to this 
prescribed nonsense.  They are slipping away. 
 Principal:  I am sorry that you have failed.  Now if youʼll excuse me I have another 
appointment.  You can ﬁnish out the week.（chapter 18）
ここには、学校というコミュニティの安定を求め、保守的で生徒と向き合おうとしない校長の画
一的な教育観が窺える。その教育観に基づいているためにポメロイ先生は学校から排除される。
ドニーやポメロイ先生の言動はコミュニティを脅かすものであり、ゆえにそのコミュニティから
拒絶され淘汰されるのである。
リチャード・ケリー監督はあるインタビューで、この映画を観た人々に対し、どんなメッセー
ジを意図しているかに関して、次のように述べている。
  Ultimately the ﬁlm is critical of the public school system.  That's probably me saying the public 
school system sucks.  It does perhaps a lot of unnecessary damage to kids that it doesnʼt need 
to do.  Maybe something about suburban communities and suburban life can be suffocating.  I 
think also trying to create a lead character who was an archetype for anybody who feels 
alienated or feels different or feels they don't ﬁt into the system.(2)
彼はどこか息苦しい郊外コミュニティの不必要な学校システムに言及し、そのシステムに合わな
いと感じる他者とは異なる感情を持つキャラクターとしてドニー・ダーコを創造したのである。
ゆえに物語の主人公を取り巻く環境は、そんな郊外コミュニティを批判的に描くものになってい
る。美しい中流階級の住宅街である郊外が、閉塞感ゆえに大人たちの欺瞞に満ち溢れ、若者たち
はタバコ・酒・ドラッグ・銃・暴力・異性問題・精神分裂・殺人事件のような諸問題を抱えてい
る。『ドニー・ダーコ』は、それらのコミュニティを批判的に描いたアメリカン・サバービア映画
の典型なのである。
第二節　分身としてのフランク
ドニーの想像上の友人であるウサギの着ぐるみを着たフランクが、ドニー自身が生み出したも
う一つの潜在的な自我として機能していることを、いくつかの特徴的なシーンを踏まえて論じる。
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フランクは一個の自我を持った分身として、ドニーの精神が不安定になると現れる。真夜中の
12 時、フランクは就寝中のドニーに呼びかけてゴルフ場まで誘導し、飛行機のエンジン落下事故
を回避させ、そこで世界の終わりまでの残り時間を告げる。ドニーがフランクを生み出した要因
が就寝前の二つの出来事とそれに対するドニーの行動から窺える。一つはディナーの場面で、家
族で結婚の話になり、妹のサマンサ（Samantha）が自身の結婚に関して尋ねると、ドニーが 8 年
生で解禁だと答え、姉エリザベス（Elizabeth）と母ローズ（Rose）の顰蹙を買う。ドニーは
“Whoa, Elizabeth!  A little hostile there.  Maybe you should be the one in therapy.  Then Mom and 
Dad can pay someone $200 an hour to listen to your thoughts so we donʼt have to.”（chapter 2）と応
答し、姉と口論になるという出来事である。もう一つはドニーが自室で読書をしている場面で、
彼の毎晩の奇怪な行動に言及する母と口論になり、彼は “Then why don't you start taking the 
goddamn pills?  Mother leave and closes the door.”（chapter 2） と 言 っ て、 母 が 部 屋 を 出 る と
“Bitch.” と蔑む出来事である。この二つの場面で共通しているのは、ドニーが自分の心の病気に
よって家族と良好な関係を築くことができず、自己嫌悪状態に陥っている点である。いずれの場
面でも、続いてドニーは洗面所で鏡の戸棚から薬を取り出し服用する。母に対して “Then why 
don't you start taking the goddamn pills?”（chapter 2）と言うのは本心からではなく、自分が精神
不安定だと自覚しており、家族への言動に罪悪感を抱いたためだと考えられる。これらの出来事
がドニーの精神状態をさらに不安定にし、フランクを生み出すに至るのである。これ以降も、フ
ランクはドニーの分身として彼の精神状態が不安定になる度に現れ、次第にドニーの潜在的な欲
求を定言的命令として啓示する存在となる。
フランクが再び現れるのは、ドニーが学校の水道管を斧で破裂させる場面である。フランクは
自宅のソファーで眠っているドニーに “Wake up, Donnie.”（chapter 6）と呼びかけ、彼に学校の水
道管を破裂させるように仕向ける。水道管を破裂させる際に用いた斧は学校のモニュメントであ
る犬のブロンズ像の頭部に突き刺され、地面には “They made me do it” と書かせる。この段階で
ドニーはフランクのような存在が複数いると捉えており、主語が “They” になっている。この言葉
は、ドニーはフランクによって行為を強制されたと考えており、自分が自発的にしたとは考えて
いないことを示している。しかし、この行為が要因でグレッチェンと出逢うことになるため、ド
ニーの意思が介在していることは明らかであり、フランクはドニーの意思を汲み取って行動に移
させたのである。また、英語の授業で “The Destructors” における少年の破壊行為の意図について
ポメロイ先生に意見を求められ、次のように答えている。
  Well, they say it right when they ﬂood the house and they tear it to shreds, that destruction is 
a form of creation.  So the fact that they burn the money is ironic.  They just want to see what 
happens when they tear the world apart.  They want to change things.（chapter 4）
ドニーは破壊という行為に興味を持っており、破壊された世界を見たかったという言葉は彼の考
えそのものであり、学校の水道管の破壊も彼の意思に従って行われたものなのである。
フランクがドニーの分身たるもう一つの自我であることが最も強調されているのが、ドニーが
洗面所で薬を飲む場面である。洗面所には大きな鏡があり、ドニーの上半身が映っている。ここ
でドニーは “Don't worry.  You got away with it.”（chapter 9）というフランクの声を聞く。ドニー
が鏡に手を触れると、まるで見えない空間に手を入れているかのような感覚とともに不気味な音
が聞こえる。ドニーの主観ショットにカメラが切り替わると、鏡にフランクが映っている。鏡に
映るフランクがドニーの潜在的なもう一つの自我として彼に語りかけていることが、このときの
二人の会話から窺える。
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 Donnie Darko:  How can you do that? 
 Frank:  I can do anything I want.  And so can you.
 Donnie Darko:  Why did you make me ﬂood the school? 
 Frank:  They are in great danger.
 Donnie Darko:  Where did you come from? 
 Frank:  Do you believe in time travel?（chapter 9）
　
ドニーの潜在的な自我として、普段のドニーとは対照的な意識に基づいて行動する存在がフラン
クである。それはドニー自身も把握していない無意識下のものであり、フランクはもう一つの自
我として機能するのである。フランクがタイム・トラベルについて言及することは、ドニーの心
が自分の分身と乖離し始めていることを暗示している。また、ファーマー先生の課外授業で「恐
怖克服セラピー」のビデオ鑑賞の際に、ビデオに出演している女性が次のような発言をする。
  And ﬁnally, I looked in the mirror.  Not just in the mirror.  I looked through the mirror.  In that 
image, I saw my ego reﬂection.（chapter 6）
女性の鏡の中に自我を見たという台詞は、ドニーが鏡の中に見たフランクが彼のもう一つの自我
であることを暗示している。鏡の中に映る自分に着ぐるみを着せることで、罪の意識からの脱却
を図り、破壊行為はフランクの命令によるものと正当化し、自己の欲求の実現を肯定しているの
である。妹のサマンサにはフランクが見えていないことが、次の会話から窺える。
 Samantha Darko:  Who are you talking to? 
 Donnie Darko:  I was just taking my pills, Sam.（chapter 9）
これらのことからフランクがドニーの想像上の産物であることは明らかであり、鏡に映るフラン
クがドニーのもう一つの自我であるといえる。
ドニーが洗面所でフランクと遭遇する場面がもう一つある。ドニーは洗面所の鏡に向かって包
丁を突き立て、そこに映るフランクの右目を何度も刺す。しかし表情を歪めるのは、ドニーの方
である。これは自傷行為に他ならず、傷つけていたのは自分自身なのである。この行為にはドニー
の不安定な心理状態とフランクの命令すなわち潜在的な欲求に従って非行を繰り返す自身への怒
りと哀しみが表れており、ここには彼の心の葛藤が描かれている。
フランクが再びドニーに命令を下し彼の潜在的な欲求を満たす存在として機能しているのが、
ドニーとグレッチェンが映画館で『死霊のはらわた』（The Evil Dead, 1981）を鑑賞する場面であ
る。二人はちょうど中央の席に座っており、他に観客は一人もおらず、グレッチェンは眠ってい
る。上映中のスクリーンが映し出されると、車が小屋へと向かうシーンとなる。ドニーはグレッ
チェンを挟んだ彼女の左隣の席を見ると、そこに座るフランクが彼を見つめている。それから二
人は同時にスクリーンの方を見る。フランクがドニーのもう一つの自我であり、彼の欲望を満た
す潜在意識のメタファーであることが、このような二人の振る舞いからも、次の会話からも窺え
る。
 Donnie Darko:  Why do you wear that stupid bunny suit? 
 Frank:  Why are you wearing that stupid man suit? 
 Donnie Darko:  Take it off.  What happened to your eye? 
 Frank:  I'm so sorry. 
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 Donnie Darko:  Why do they call you Frank? 
 Frank:  It is the name of my father and his father before me. 
 Donnie Darko: Frank?  Whenʼs this going to stop? 
 Frank:   You should already know that.  I want you to watch the movie screen.  
There's something I want to show you.  Have you ever seen a portal?   
Burn it to the ground.（chapter 16）
ウサギの着ぐるみを着たドニーはフランクとして潜在的な欲求に従って行動し、人間の着ぐるみ
を着たドニーは自制心を持ち潜在的な欲求を抑えて行動している。ウサギの着ぐるみはドニーの
潜在意識を表し、人間の着ぐるみは彼の顕在意識を表したメタファーである。つまりドニーはフ
ランクであり、フランクはドニーであることを物語っているのである。着ぐるみを脱いだフラン
クは右目に傷を負っている。それはドニーが鏡に映るフランクを刺した際に生じたものであり、
これまで現れたフランクを彼が同一の存在と捉えていることを示している。
フランクが最後に現れるのは、ドニーがサーマン医師（Dr. Thurman）の自宅で催眠療法を受
け、彼女とフランクについて会話する場面である。次のような二人の会話から、フランクの命令
とドニーの服従による主従関係が浮き彫りとなり、ドニーとフランクには両極性があることが窺
える。
 Donnie Darko:  Regret. 
 Lilian Thurman:  What else makes you feel regret? 
 Donnie Darko:  That I did it again. 
 Lilian Thurman:  You did it again? 
 Donnie Darko:   I ﬂooded my school and I burned down that pervert's house.   
I only have a few days left before they catch me. 
 Lilian Thurman: Did Frank tell you to do these things? 
 Donnie Darko:   I have to obey him.  He saved my life.  I have to obey him or Iʼll be left all 
alone.（chapter 21）
ドニーは学校の水道管を破裂させ、ジム・カニングハムの家に放火したことを後悔している。し
かし彼がそれを実行したのは、フランクの命令に逆らうことで一人になることを恐れたからであ
る。これは、ドニーが潜在的な自我であるフランクの命令に逆らって抑圧することで、フランク
自体が存在できなくなることを暗に示しているのである。フランクとドニーはそれぞれが潜在意
識と顕在意識、命令する者と従う者であり、互いに対照的な存在となっている。これらの特徴的
な場面から、フランクはドニーの潜在的欲求を命令として啓示する存在であり、彼のもう一つの
自我として機能しているといえるのである。
第三節　疎外感の消失
本節では、疎外感を覚えているドニーが自身の心の病気と向き合っていく中で、家族や恋人と
関わり、愛情を持つことで生じる意識の変化と精神的な成長について論じる。
ドニーを除く家族同士の関係は良好であることが窺える。冒頭のシーンからは、病気のために、
ドニーは家族とうまく関わることができないことが、最初の食事シーンで示されている。父はド
ニーに対してあまり関心を示さず、姉とはいつも喧嘩ばかりしており、妹はドニーにいじめられ
ているので、どちらからも好かれているとはいえないが、ささやかなりとも母はドニーを気にか
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けている。そのようなドニーが周りの人々への愛情を持つきっかけになるのが、飛行機のエンジ
ン落下事故と転校生グレッチェンとの出逢いである。
事故によって自宅が崩壊したため、ドニーと家族は一定期間ホテルでの暮らしを余儀なくされ
る。ドニーは父の運転する車の送迎で高校へ通っており、帰宅途中にその車が近所に住む老婆ロ
バータ・スパロウ（Roberta Sparrow）を轢きそうになる。助手席のドニーが車を降り、老婆に駆
け寄ると彼女はドニーの耳元で “Every creature on this earth dies alone.”（chapter 5）と囁く。こ
れ以降ドニーは、彼女の囁いた謎の言葉の意味について考えるようになる。彼がそのことで自問
自答を繰り返しながら、孤独に悩み苦しんでいることがサーマン医師との次のような会話から窺
える。
 Dr. Thurman:  Donnie, what did Roberta Sparrow say to you? 
 Donnie Darko:  She said that every living creature on Earth dies alone. 
 Dr. Thurman:  How did that make you feel? 
 Donnie Darko:  It reminded me of my dog, Callie.  She died when I was eight, and she crawled 
underneath the porch. 
 Dr. Thurman:  To die? 
 Donnie Darko:  To be alone.（chapter 11）
　
ドニーの飼い犬のキャリー（Callie）は死ぬために一人になったのではないかと言うサーマン医師
の発言に対して、彼は頑なに一人になるためだと主張する。結局は、死ぬために一人になったキャ
リーについて、ロバータ・スパロウの言葉を思い返し、死ぬという言葉を避けたい精神的意識か
ら彼は一人になるためだと答えるのである。ここでは一人になることがドニーにとって死をイメー
ジさせる要因となっていることが窺える。続けてサーマン医師に孤独であるかを問われ、ドニー
は次のように答えている。
 Donnie Darko:  I don't know. . . . The search for God is absurd. 
 Dr. Thurman:  The search for God is absurd? 
 Donnie Darko:  It is if everyone dies alone. 
 Dr. Thurman:  Does that scare you? 
 Donnie Darko:  I don't wanna be alone.（chapter 11）
ドニーは全ての人が孤独に死ぬなら、自分は孤独になりたくないと言う。ドニーが孤独を感じる
のは病気のためであり、周りの人々とうまく打ち解けられないことにある。家族との関係が悪化
することや、周りの人々に否定されることで、ドニーは孤独を感じて疎外感を抱くのである。そ
して精神的に不安定な状態となり、想像上の友人であるフランクを生み出す。フランクはドニー
が疎外感を払拭するために生み出したもう一人の自分であり、フランクの存在自体が、ドニーが
疎外感を抱いていることを象徴的に示すのである。よってフランクがいなくなったときこそ、本
当の意味で疎外感を克服して精神的な成長を果たしたときなのである。
ドニーが周りの人々への愛情を取り戻し、疎外感から自由になり、精神的な成長を果たしてい
く過程を、三つの特徴的なシーンから考察する。一つ目は、サマンサのダンス・チームの引率の
ために家を留守にすることを、ドニーの部屋で母のローズが彼に告げるシーンである。そのとき
の次の二人の会話と行動から、ドニーは自分に対する母の愛情を知ったことが窺える。
 Rose Darko:   Elizabeth will be in charge.  She'll drive you to therapy.  If you need anything 
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you promise me that you will call Dr. Thurman? 
 Donnie Darko:  Okay.  How's it feel to have a wacko for a son? 
 Rose Darko:  It feels wonderful.（chapter 19）
ローズは目に涙を浮かべ、ドニーに語りかけている。会話の最後に彼女はドニーの顔を撫でる。
自分が家族に嫌われていると感じていたドニーは、この場面で初めて母の愛情に気付くのである。
二つ目は、放課後にドニーがポメロイ先生に呼び出されたあと、その帰りにシェリータ（Cherita）
と出会って彼女を諭すシーンである。シェリータは太った中国系の女の子で、差別やいじめに遭
い、いつも孤独に過ごしている。そんなシェリータにドニーは彼女の頭を両手で押さえて “I 
promise that one day everything's going to be better for you.”（chapter 20）と言う。これは母の愛
情を知った二日後の出来事であり、ドニーが周りの人々への愛情を取り戻していることが窺える。
三つ目は、ハロウィン・パーティの最中にドニーの家に脅えた様子のグレッチェンがやって来
るシーンである。二人は二階へと上がり両親の寝室へ行く。そこでドニーはグレッチェンが義父
から逃れるために、自分を頼りにしてくれたことを知り、彼は自己の存在価値を見出すのである。
このシーンで二人はキスをして結ばれる。二階から降りてくる二人の足並みは揃っていて、二人
の気持ちが互いに通じ合っていることは明らかであり、彼女に対する愛情に気付いたことが窺え
る。このシーン以降、ドニーの想像上の友人フランクは現れない。それはドニーが家族や恋人の
愛情を知り、周りの人々への愛情を取り戻すことで彼の意識が変化し、疎外感から自由になった
結果であり、精神的な成長を果たしたからだといえる。
第二章　二つの解釈
本章では、『ドニー・ダーコ』に関するさまざまな解釈の中で代表的な二つを概観し、その解釈
が作品にもたらす影響について考察する。第一節では、夢であるという解釈を取り上げて、『ド
ニー・ダーコ』がドニーの見ていた夢であることを、いくつかの夢のモチーフから明らかにする。
第二節では、ディレクターズ・カット版で追加されたシーンを踏まえて、作中の The Philosophy of 
Time Travel がドニーに与えた影響から彼の行動原理を明らかにし、タイム・トラベルであるとい
う物語の解釈について考察する。また、オリジナル版とディレクターズ・カット版では内容が一
部異なるため、夢であるという解釈についてはオリジナル版を中心にし、タイム・トラベルであ
るという解釈についてはディレクターズ・カット版を中心に論じる。
第一節　夢であるという解釈
ここでは『ドニー・ダーコ』が、1988 年 10 月 2 日にドニーが家族と夕食を食べ、自室のベッド
で眠りについた後、飛行機のエンジン落下事故によって亡くなるまでの間に見た夢を描いた物語
であるとされる要因を考察する。本節では、夢のモチーフを 4 つ取り上げ、この作品の特徴的な
シーンと演出方法から、物語がドニーが見ている夢を表現していることを明らかにする。『ドニ ・ー
ダーコ』と作品のテーマやモチーフにおいて、共通点の多い『不思議の国のアリス』を取り上げ、
この作品の物語の構想のひとつが『不思議の国のアリス』にあることを論じる。
　
1．10 月 2 日
物語では 10 月 2 日、ドニーが飛行機のエンジン落下事故から逃れ、その後の 28 日間を過ごし
た後、再び 10 月 2 日に戻り、自室のベッドで事故に巻き込まれ死を迎えることになっている。夢
であるという解釈は、ドニーが事故に遭う直前まで眠っていて 28 日間を過ごす夢を見て目を覚ま
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し、その夢の中身があまりにも荒唐無稽であることに苦笑いし、再び眠ると本当に事故が起きて
死を迎えるというものである。10 月 2 日の出来事のみが現実のことであり、一度目の 10 月 2 日と
二度目の 10 月 2 日は同じシーンが繰り返されていることから 28 日間の夢の中の出来事から現実
の出来事に切り替わっていることを意味している。二度目の 10 月 2 日は一度目の 10 月 2 日の延
長であり、それらは繋がっていると解釈できるのである。ドニーが真夜中に目覚めてからの 28 日
間は現実ではなく、ドニーが見ている夢だと考えられる。
　
2．ドニーの手紙
ドニーの過ごした 28 日間が夢を表している要因として、ドニー自身のボイス・オーバーが挙げ
られる。それは彼が街を見下ろす丘の上に車を停めて、空を眺めるシーンで、そこにボイス・オー
バーとしてロバータ・スパロウ宛ての手紙が読み上げられる。その手紙の内容は、彼が過ごした
日々が夢であることを暗示するものである。
  Dear Roberta Sparrow, I've reached you in your book, and there's so many things I need to 
ask you.  Sometimes Iʼm afraid of what you might tell me.  Sometimes I'm afraid that you'll tell 
me that this is not a work of ﬁction.  I can only hope that the answers will come to me in my 
sleep.  I hope that when the world comes to an end I can breathe a sigh of relief, because there 
will be so much to look forward to.（chapter 26）
この手紙のボイス・オーバーの後、ドニーが自室のベッドで笑っているシーンに切り替わる。手
紙には、彼の過ごした 28 日間が現実であることへの畏怖が綴られている。さらに、現実かどうか
の答えについては夢で聞きたいという願望が綴られており、彼が 28 日間を夢の出来事に置き換え
ようとしていることが窺える。手紙を読み上げた後ドニーが笑っているのは、前述したように 28
日間が夢だったことを知り、その 28 日間が彼にとって荒唐無稽だったからであると解釈できる。
その後ドニーは安心して二度目の眠りに着く。手紙に書かれている世界の終わりが示すのは夢の
世界の終わりであり、それは夢から覚めることを意味し、夢から覚めたドニーは安心して再び眠
りに着くことができたという解釈である。
　
3．登場人物の寝室と BGM
ドニーの部屋に落下した飛行機のエンジンが直撃した後、登場人物それぞれの寝室を映し出し
ていく一連のショットからなるシーンに切り替わる。カメラはサーマン医師、ポメロイ先生、モ
ニトフ先生（Monnitoff）、ジム・カニングハム、ファーマー先生、シェリータ、エリザベスの恋
人フランク、そして彼の部屋にあるウサギの仮面を順にとらえる。このシーンはサーマン医師が
眠りから覚めるショットから始まる。28 日間の中で、ジム・カニングハムは児童ポルノ所持で逮
捕されており、エリザベスの恋人フランクはドニーに銃で右目を撃たれている。寝室でのジム・
カニングハムの号泣やエリザベスの恋人フランクの右目を押さえる行動は登場人物のそれぞれが
ドニーと同様の出来事を経験したことを暗に示している。このシーンが寝室であることや眠りか
ら覚めるといったショットは彼らが見ていたのが夢であることを明らかにするのである。そのシー
ンの中で流れる “Mad World” の歌詞の一部に以下のようなものがある。
 And I ﬁnd it kinda funny
 I ﬁnd it kinda sad
 The dreams in which I'm dying
 Are the best I've ever had
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 I ﬁnd it hard to tell you
 I ﬁnd it hard to take
 When people run in circles
 It's a very, very mad world mad world
 Enlarging your world
 Mad world(3)
この歌詞の内容には物語との共通点がいくつかある。エリザベスの恋人フランクがドニーに射殺
されることは、彼にとって死ぬ夢であり、シェリータが好意を抱いているドニーと交流できたこ
とは、彼女にとって最高の夢となる。繰り返される夢と狂気の世界という言葉は、ドニーの 28 日
間を表しており、この物語が夢であることを印象付けるのである。
　
4．ウサギが誘う物語
ドニーを夢の世界へ誘う想像上の友人フランクは、ウサギの着ぐるみを着ている。ウサギが主
人公を夢へ誘う物語というのは、まさしくルイス・キャロル（Lewis Carroll）の『不思議の国の
アリス』である。『不思議の国のアリス』は、幼い少女アリス（Alice）が白ウサギを追いかけて不
思議の国に迷い込み、しゃべる動物や動くトランプなど不思議な登場人物たちと出会いながらそ
の世界を冒険する物語である。最終的にアリスが夢から目覚め、冒険は夢であったという締めく
くりとなる。『不思議の国のアリス』における言葉遊びやパロディの要素は旧来の児童文学の伝統
を破壊し、どんなことに対しても教訓を見つけ出す公爵夫人や代用ウミガメの語る学校の思い出
によって児童教育の教訓主義を批判している。『ドニー・ダーコ』との共通点はウサギが不思議な
物語へと誘導する冒頭と、最後に主人公が夢から覚めてこれまでの出来事が夢だと知る展開が同
じであることである。さらに第一章第一節で述べたように、『ドニー・ダーコ』もアメリカ郊外の
画一的な社会や教育システムを批判的に描いていることである。『不思議の国のアリス』でキー
ワードとなる “Cellar Door” という言葉が、『ドニー・ダーコ』で物語の核心に迫るキーワードと
なっている。『ドニー・ダーコ』のウサギに関して、批評家のダン・コイス（Dan Kois）は次のよ
うに述べている。
  Donnie meets the real Frank--not his Manipulated Dead specter--for the first time on 
Halloween eve, with Frank in costume.  But itʼs also an allusion to “Alice's Adventures in 
Wonderland”--just as the White Rabbit leads Alice down the hole into her great adventure, so 
does Frank lead Donnie into his own.(4)
これは『ドニー・ダーコ』のウサギが『不思議の国のアリス』におけるウサギを暗示し、ドニー
を冒険に誘う役割を果たしているといえる。さらに批評家のクッキー（Cookie）はリチャード・
ケリー監督が意図的に『不思議の国のアリス』の要素を作品に取り入れたことを示唆し、次のよ
うに述べている。
  Kelly treats Donnie Darko as Carroll did Alice.  With a rabbit, he leads the audience down the 
complex and peculiar tunnel full of adventure.(5)
このように『ドニー・ダーコ』は枠組みとして、『不思議の国のアリス』の物語の構想を模倣して
いることが窺える。それは『ドニー・ダーコ』が『不思議の国のアリス』と同様に夢落ちの物語
であることを示しているのである。
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第二節　タイム・トラベルであるという解釈　
ドニーがタイム・トラベルを行う目的は、世界を救うためである。家族や恋人の死の原因が自
身にあることを知った彼は、自ら命を絶つことによって、彼らの死を回避しようとするのである。
ここではディレクターズ・カット版で追加されたシーンをいくつか取り上げ、ドニーの周りで生
じた出来事から彼の行動原理を考察し、タイム・トラベルを軸とした物語という解釈を導き出す
ものについて論じる。
ドニーの行動原理が世界の救済を目的とするようになる特徴的な二つのシーンを取り上げる。
一つ目は、学校の水道管が破裂したことで休校になり、ドニーがグレッチェンと出逢って一緒に
帰宅する場面である。彼女は “Donnie Darko?  What the hell kind of name is that?  It's like some sort 
of superhero or something.” と言うと、彼は “What makes you think I'm not?”（chapter 7）と応え
る。これはドニーに自身がヒーローであるかもしれないと感じさせ、それを意識させるきっかけ
となる場面であり、彼が後にヒロイックな救世主になることを暗示している。
二つ目は、ポメロイ先生の “POETRY DAY” という主題で行われた授業で、生徒たちが自分で考
えた詩を発表する場面である。ドニーが読み上げた次の詩の内容から彼の救世主としての意識が
高くなっていることが窺える。
 A storm is coming, Frank says.
 A storm that will swallow the children.
 And I will deliver them from the kingdom of Bane.
 I'll deliver the children back to their doorsteps.
 I'll send the monsters back to the underground.
 I'll send them back to a place where no one else can see them except for me.
 'cause I am Donnie Darko.(6)
ここでは、嵐がやって来て子供たちを襲い、そして世界が崩壊することからその子供たちを玄関
に送り届け、モンスターを地下に送り返すことが綴られている。これらは比喩的に世界の救済を
意味しており、それを行うのがドニー・ダーコ、つまり自分だと言っているのである。これらの
場面から、ドニー・ダーコの世界を救うという目的が明らかになり、彼がその使命感を抱いてい
ることが窺える。
ディレクターズ・カット版では、The Philosophy of Time Travel の本の内容が明らかにされてい
る。この本は 12 章構成で、シーンとシーンの合間に章ごとに挿入されている。その The 
Philosophy of Time Travel がドニーに与えた影響から、彼の行動原理を考察し、タイム・トラベル
という解釈に至る要因について考察する。
The Philosophy of Time Travel の “Chapter One  The Tangent Universe” の以下の内容から、ドニー
はエンジン落下事故に遭う前日の真夜中に何らかの要因によって “The Tangent Universe” に引き
込まれたことが窺える。
  
  If a Tangent Universe occurs, it will be highly unstable, sustaining life for no  longer than 
several weeks.  Eventually it will collapse upon itself, forming a  black hole within the Primary 
Universe capable of destroying all existence.（DC,  chapter 11）
このように “The Tangent Universe” は数週間しか存在しないと書かれており、ドニーがフランク
によって告げられる世界の終わりまでの時間、つまり 28 日と 6 時間と 42 分と 12 秒が “The 
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Tangent Universe” の存在しうる時間であると考えられる。ドニーが事故の 28 日後に丘の上に立っ
て “I'm going home.”（chapter 26）と言うのは “The Tangent Universe” が消失することを彼が知っ
ていて、今いる世界から元いた世界に戻ることを意味しているのである。
ドニーは精神病を患っているが、フランクの幻覚を見たり幻聴を聞き始めるのは事故の前日の
真夜中のことである。“Chapter Six  The Living Receiver” の以下の内容から、ドニーが恐ろしい夢
や幻覚を見たり幻聴を聴いたりするのは、病気が原因ではなく、“The Tangent Universe” の中にい
る影響であることが窺える。
  The Living Receiver is often tormented by terrifying dreams, visions and auditor y 
hallucinations during his time within the Tangent Universe.（DC, chapter 15）
さらにウサギの着ぐるみを着たフランクがドニーに命令することについての意味を、批評家のダ
ン・コイスは次のように述べている。
  According to Roberta Sparrow's book, Frank is an example of the Manipulated Dead. 
Apparently, those who die within the conﬁnes of the Tangent Universe are given some level of 
knowledge of the catastrophe to come and serve to some extent as the Chosen One's guide. 
There seems to be some variation in the level of understanding given to the Manipulated 
Dead; Gretchen, for example, the other Manipulated Dead, seems to have an inkling that 
something terrible is going to happen but clearly doesn't have the detailed comprehension 
Frank does. Nor does Gretchen's spirit appear to Donnie behind any kind of watery barrier. 
Nor does she dress up in a bunny suit.(7)
また、身体から透明な液体が発生し、自身の行動先を示すことについてドニーとサーマン医師は
次のような会話を交わしている。
 Lilian Thurman:  And they grow out of out chest solar plexus? 
 Donnie Darko:   Just like she described in the book, the way they moved and they  smelled.  
It's like they're workers.  Assigned to each one of us.  
  They're just they're like liquid.  I followed it into my parents bedroom. 
 Lilian Thurman:  What did you ﬁnd? 
 Donnie Darko:  Nothing.（chapter 15）
これらのことは The Philosophy of Time Travel がフランクの案内役としての役割を示し、身体から
出てくる透明な液体のようなものに対して、彼に起こる非日常的な体験を合理化しているのであ
る。ドニーはそれを読むことで、自身に起こる奇妙な体験に疑問を抱かなくなり、それはさらに
彼が世界の救済に向けた目的意識を高めることに繋がるのである。そのことがドニーがジム・カ
ニングハムの家に放火する場面から窺える。彼は学校の危機だというフランクの命令に応じて、
ジム・カニングハムの家に放火をする。そして家の焼け跡から児童ポルノが発見され、ジム・カ
ニングハムは逮捕される。テレビのニュースでジム・カニングハムの逮捕報道を見て、ドニーは
笑みを浮かべる。彼は自らが学校の危機、すなわち児童ポルノを所持する犯罪者から子供たちを
救ったと考えており、The Philosophy of Time Travel に書かれた内容に基づいて行動し、先導者で
あるフランクの命令に従うことで、彼は救世主としての自己の使命を全うしようとしたのである。
ドニーが飛行機のエンジン落下事故で亡くなった後、登場人物のそれぞれの寝室が映される一
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連のショットからなるシーンで、ジム・カニングハムの号泣やエリザベスの恋人フランクが右目
を押さえるといった行動にも The Philosophy of Time Travel は意味づけを行っている。第一節で述
べた登場人物のそれぞれがドニーと同様の夢を見ていたという解釈に加えて、“The Tangent 
Universe” がもたらす影響が明かされる。彼らは “The Tangent Universe” での出来事を夢の中で体
験し、その一部を記憶に留めているのである。それは “Chapter Twelve  Dreams” に次のように書
かれている。
  When the Manipulated awaken from their Journey into the Tangent Universe, they are often 
haunted by the experience in their dreams.  Many of them will not remember.  Those who do 
remember the Journey are often overcome with profound remorse for the regretful action 
buried within their . . . .（DC. chapter 28）
事故の翌日、ドニーの家の前を初めて訪れたグレッチェンがローズに手を振ると、彼女のことを
知らないはずのローズが手を振り返す場面についても、同様の意味づけが行える。このような彼
女たちの行動は “The Tangent Universe” の記憶が断片的に残っていたことを示しているのである。
この場面は、ドニーと周りの人々が “The Tangent Universe” の中で事故後の 28 日間を過ごしたこ
とを示している。彼がタイム・トラベルを行い、事故前の 10 月 2 日に戻ることで、“The Tangent 
Universe” が崩壊する。“The Tangent Universe” の崩壊の影響によって、人々は夢の中の出来事と
して 28 日間を擬似的に体験するのである。
このように The Philosophy of Time Travel は、ドニーの行動原理を明らかにし、フランクの存在
意義を示すことで、作品に散りばめられた謎を補完する効果を持っている。The Philosophy of Time 
Travel を含むディレクターズ・カット版で追加されたシーンは、それらの効果に加えて、サイエ
ンス・フィクションの要素を孕んだ演出手法を巧みに織り交ぜることで、『ドニー・ダーコ』はド
ニーが世界を救うためにタイム・トラベルを行う物語であるという解釈を導くのである。
第三章　寓喩的解釈
本章では、『ドニー・ダーコ』が引用している『最後の誘惑』と比較し、ドニーが現代版キリス
トの役割を担っており、この作品がイエスが救世主となるまでの運命の選択を寓意として描いた
物語であることを論じる。第一節では、『最後の誘惑』と比較し、内なる悪魔と対峙するイエスの
様子から宗教的な思想を含めて、『ドニー・ダーコ』に与えた影響を考察する。さらに『ドニー・
ダーコ』でキリスト教をイメージさせるものをいくつか取り上げて考察する。第二節では、『最後
の誘惑』のイエスと比較し、運命と選択という観点から主人公の神への探求について考察する。
そして主人公の運命の捉え方から、この作品の寓話性を論じる。
第一節　『最後の誘惑』との比較
『最後の誘惑』は、ニコス・カザンザキス（Nikos Kazantzakis）の同名の小説に基づいて、マー
ティン・スコセッシ監督（Martin Scorsese）がイエス・キリストを悩める人間として、ユダの裏
切りを神の使命として描き、物議を醸した作品である。『ドニー・ダーコ』との類似点がきわめて
多いだけでなく、ドニーがグレッチェンと行った映画館で『死霊のはらわた』とともに上映され
ており、このように作品名を映し出すことで『ドニー・ダーコ』は『最後の誘惑』の物語への暗
黙の言及をしているのである。
『最後の誘惑』では、イエスは一度は悪魔の誘惑に負け、人々を救うことができなかったが、そ
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れが過ちであることに気づき、自ら磔刑の場に戻って命を絶つことで世界の救済を実現させる。
ドニーに関しても、フランクの誘惑に負け、自身の欲望に忠実に生きたために、恋人グレッチェ
ン、母ローズと妹サマンサを亡くしてしまう。それを彼は後悔しタイム・トラベルという手段を
用いて、10 月 2 日の自室のベッドに戻り、飛行機のエンジン落下事故を回避しないことによって
自ら命を絶つことで愛する人々を救う。ドニーが死ぬことで、グレッチェンが車に轢かれること
も、母ローズと妹サマンサが飛行機事故に巻き込まれることもなくなる。このように、イエスも
ドニーも自己犠牲を通して他者を救済するという目的において共通している。
さらに場面ごとに類似する点を考察すると、イエスが天使によって十字架から解放され、マリ
アとの幸せな生活を送る姿は、ドニーがフランクによって事故から救済され、グレッチェンと過
ごす 28 日間の充実した日々を彷彿とさせる。『最後の誘惑』における悪魔は『ドニー・ダーコ』
におけるフランクがその役割を担っている。『最後の誘惑』の悪魔は天使として現れ、イエスが多
くの子供に恵まれ平凡で幸せな日々を送る幻想を見せるのであり、『ドニー・ダーコ』のフランク
はドニーの友人として現れ、彼が家族に愛され、恋人とともに順風満帆な人生を過ごす幻想を見
せるのである。イエスを誘惑する悪魔は彼を誘惑するだけでなく、彼の分身として蛇、ライオン
といった獣の姿で現れる。イエスの “Lucifer is inside me.”(8) という言葉は彼自身が抱いている人
間としての欲望を悪魔に例え、蛇から彼を救った男の “The snakes came from inside you.”（LTC, 
0:29）という言葉は蛇がイエスのもう一つの自我として、彼の欲望を具現化した存在であることを
表している。ドニーを誘惑するフランクもまたウサギであり、彼の欲望が具現化した存在である
ことを示しているのである。『最後の誘惑』において、蛇、ライオン、大天使はイエスの苦悩が生
み出した産物であると解釈され、いずれもイエスの別の自我なのである。第一章第二節で述べた
ように、フランクはドニー自身が生み出した別の自我として彼を誘惑する。『最後の誘惑』と同様
に主人公の心の葛藤を効果的に表現している。
『最後の誘惑』において、蛇、ライオン、大天使がイエスの欲望が生み出した別の自我であるこ
とを、彼が自分の別の自我と対峙する特徴的な三つの場面を取り上げ考察する。まず最初に、一
人イエスが砂漠で地面に円を描き、その中心に座って自身の心と向き合う場面である。イエスは
蛇の形をとって現れた自分のもう一つの自我と次のような会話をしている。
 Serpent:  I feel sorry for you.  You were lonely.   You cried.  So I came.
 Jesus:  I didn't call for you.  Who are you?
 Serpent:  Your spirit.
 Jesus:  My spirit?
 Serpent:   You're afraid of being alone.  You're just like Adam.  He called me and I took one of 
his ribs and made it into a woman.
 Jesus:  You're here to trick me.
 Serpent:   Trick you?  To love and care for a woman, to have a family, is this a trick?  Why are 
you trying to save the world?  Arenʼt your own sins  enough for you?  What arrogance 
to think you can save the world. The world doesnʼt have to be saved.  Save yourself. 
Find love.
 Jesus:  I have love.
 Serpent:   Look in my eyes.  Look at my breasts.  Do you recognize them?  Just nod your head 
and we'll be in my bed together.  Jesus.（LTC, 0:55）
蛇は自身がイエスの「霊」“spirit” であると言う。イエスが孤独に悩み苦しんでいる姿を見て、世
界の救済よりも家族や女性を愛することの重要性を唱える。蛇の声はマグダラのマリアの声に変
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化し、そこでイエスは蛇の姿をした彼女との会話を通して自分が確かな愛情を持っていることに
気付くことで、その誘惑に打ち勝つのである。蛇はマグダラのマリアに対するイエスの自我が具
現化した存在なのである。
イエスが蛇の誘惑に打ち勝ってから 10 日後の夜、今度はライオンの姿をとったもう一つの自我
と次のような会話をしている。
　
 Lion:   Welcome, Jesus.  Congratulations.  You're past the small temptations of a woman and a 
family.  We're both bigger than that.  
 Jesus:  Who are you?  
 Lion:   You don't recognize me?  I'm you, I'm your heart.  Your heart is so greedy.   It pretends 
to be humble but it really wants to conquer the world.
 Jesus:  I never wanted a kingdom on earth.  The kingdom of heaven is enough.
 Lion:  You're a liar. . . .（LTC, 0:57）
ライオンは自分がイエスの「心」“heart” であり、それは全世界を手に入れたいと欲していると言
う。ライオンはイエスが絶対的な権力を求めているはずだと諭し、地球上を望むがままにできる
と誘惑する。ライオンの声はユダの声に変化し、イエスはライオンの姿をした彼の権力に対する
欲求を自身の強い意志と言葉で否定することで誘惑に打ち勝つと、ライオンは消失する。その際、
イエスが地面に描いた円の中に進入したライオンにイエスは “Step into my circle so I can pull your 
tongue out.”（LTC, 0:58）と叱責する。ライオンはユダに対するイエスの自我が具現化した存在で
あり、地面の円はイエスの不可侵の心の領域を暗示している。
さらに数週間後の夜、イエスが眠りについているところに大天使が現れ、二人は次のような会
話をしている。
 Jesus:  Archangel, move back.  Move back, you're blinding me.
 Archangel:   Jesus.  I'm the one you've been waiting for.  Remember when you were a little boy 
you cried:“Make me a god, God.” “God, make me a god.”
 Jesus:  But I was just a child then.
 Archangel:   You are God.  The Baptist knew it.  Now it's time you admit it.  You are his son. 
The only Son of God.  Join me.  Together we'll rule the living and the dead.  You'll 
give life and you'll take life.  You'll sit in judgement, and I'll sit next to you. 
Imagine how strong we'd be together.          
　　　Jesus:  Satan?（LTC, 0:59）
大天使はイエスが ｢神｣ “God” であると告げ、自分たち二人なら絶大な力を握ることができ、生
と死の世界を支配することができると説得するが、イエスはその言葉から目の前の大天使が悪魔
であることを見破る。悪魔は一本のりんごの木になり、イエスがりんごを一つ採って食べるとそ
こから血が溢れ出す。このりんごも悪魔が見せた幻想であり、イエスは再び悪魔に騙されたこと
を知る。そこに洗礼者が現れ、イエスが選ばれた人間だと告げ、彼は斧を手に取り、りんごの木
を切り倒す。りんごの木は悪魔が見せた幻想であり、誘惑の象徴である。(9) イエスが自らの力で
それを断ち切り、悪魔の誘惑を克服するのである。
こうして三度にわたり悪魔の誘惑、つまり己の様々な自我との対峙を乗り越えたイエスは神の
子としての役割を受け入れ、自分の使命を全うする決意をするのである。これらの場面はイエス
の愛への欲求、権力への欲求、神になることへの欲求が表現されており、同時に彼の心理状態か
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ら、人間の内なる欲望との対峙が象徴的に描かれている。
『ドニー・ダーコ』では、フランクがそれぞれの欲求に対して働きかける役割を担っており、ド
ニーも潜在意識が生み出した自分の分身であるフランクとの葛藤の中で、それらの欲求を克服す
ることによって精神的な成長を果たすのである。
二つの作品にはいずれも終盤に地下室へと繋がる扉が登場する。この扉は生と死の境界を表わ
し、物語の結末を象徴的に暗示している。それが『最後の誘惑』におけるユダの次のような台詞
から窺える。
  “I am the lamb,”you said.  “Death is the door.  Judas, my brother, don't be afraid.  Help me go 
through the door.”  And I loved you so much I went and betrayed you.（LTC, 2:33）
死の床にあったイエスはこの言葉を聞いて、扉から外に出て神に許しを請い、十字架上の磔刑の
場に戻るのである。そして願いが成就したことに喜び、死を迎える。これは扉の向こう側に行く
ことで自らが死を選択し、世界の救済が実現することを示している。『ドニー・ダーコ』では、こ
の扉は “Cellar Door” を指しており、その扉から外に出たドニーは、世界の終わりを救う救世主と
なって死ぬことが暗示されているのである。『ドニー・ダーコ』における “Cellar Door” はタイム・
トラベルの入り口であり、それは世界の崩壊から救われる入り口となり、同時にドニーが死を選
択する死への扉に他ならないのである。
他にもキリスト教をイメージさせるものが、『ドニー・ダーコ』にはいくつか散りばめられてい
る。キリスト教においてウサギは誘惑の象徴であり、ウサギの着ぐるみを着たフランクがイエス
を誘惑する悪魔と同じ役割を担っている。(10) ドニーの部屋の天井には天使の絵が飾られており、
冒頭の場面でドニーがフランクに誘惑される場面でカメラがその天使の絵を映し出し、終わりの
場面でドニーが寝室のベッドに戻る際もカメラがその天使の絵を映し出すことも、キリスト教に
おける天使がドニーを見守っているというイメージを抱かせる。主人公の通う高校は厳格なキリ
スト教精神に律せられている高校であり、校舎の天辺にある十字架が校舎内のシーンとシーンの
合間に何度も映される。自己啓発運動のカリスマであるジム・カニングハムに対して、ドニーが
アンチ・キリストと罵るのは、彼にも信仰心があることを示しているのである。妹サマンサが肌
身離さず持っているのはユニコーンのぬいぐるみであり、彼女は “The Last Unicorn” という物語
を書いて、通学途中に友達に紹介している。ユニコーンはキリスト教では処女にのみ心を許すと
いう伝説から純潔性を象徴すると考えられ、時にイエス・キリスト自身を表すこともある。ドニー
が地下室の扉で不良に襲われた際、助けが来たと思って “Our Savior” と言うのも、キリスト教を
信仰していることを示す発言である。ハロウィンは悪霊を追い出す日であり、同時にフランクの
誘惑を撥ね退け、自らの過ちに気付く日である。それは『最後の誘惑』では、幸福な日々が悪魔
の誘惑だったことを知って自ら磔刑の場へ戻るシーンと重なるのである。このように、『ドニー・
ダーコ』は天使、悪魔、キリストのイメージで彩られ、『最後の誘惑』とその宗教的モチーフを反
映した映画なのである。
『最後の誘惑』はキリストが死ぬ直前に見た悪夢から死を選択することによって救世主となる物
語であり、『ドニー・ダーコ』はドニーが死ぬ直前に見た夢の中の出来事から同様に死を選択する
物語である。両者は世界を救うために自ら死を選択するという点で共通しており、二つの作品は
共に主人公の悪夢を描いている。以上のことから、『ドニー・ダーコ』は『最後の誘惑』を引用し
ており、ドニーは『最後の誘惑』のイエス・キリスト像になぞらえた現代版キリストなのである。
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第二節　寓話としての『ドニー・ダーコ』
第二章で述べたように、『ドニー・ダーコ』は夢であるという解釈とタイム・トラベルであると
いう解釈の二つが可能である。リチャード・ケリー監督はあるインタビューで、夢かタイム・ト
ラベルかという代表的な二つの解釈に関して、次のように述べている。
  I think that ultimately both of those things could be true.  At the same time, I think the ﬁlm 
could be looked as if it was another dimension, another reality, another world that temporarily 
existed.  Or was it a dream?  Or are both of those things one in the same?(11)
彼はどちらの解釈も可能だと明言し、多様な解釈を肯定的に捉えている。夢であるという解釈で
は、作中の The Philosophy of Time Travel の意義が見出せず、『ドニー・ダーコ』におけるサイエン
ス・フィクションの要素も全て無為になる。一方、タイム・トラベルであるという解釈は、タイ
ム・トラベルを行う経緯が明瞭に描かれておらず、時系列に矛盾が生じる点も否定できない。し
かし The Philosophy of Time Travel の “Chapter Twelve  Dreams” には、もう一つの世界である “The 
Tangent Universe” での経験は夢の体験として人々の記憶に残ると書かれている。つまり、両者の
解釈は個々別々に存在するのではなく、夢であると同時にタイム・トラベルでもあると相補的に
解釈することが可能なのである。このようにして、それぞれの解釈における矛盾がなくなること
で、物語の本質である『ドニー・ダーコ』の寓話性が明らかになるのである。『ドニー・ダーコ』
は夢であり、タイム・トラベルでもあると相補的に解釈した上で、『最後の誘惑』におけるイエ
ス・キリスト像を交えて、運命と選択という観点から主人公が行う神への探求を考察し、この作
品の寓話性について論じたい。
飛行機のエンジン落下事故を回避したドニーが、事故に巻き込まれて死ぬべき運命にあったこ
とは、事故後に両親がホテルで交わす次のような会話で暗示されている。
 Eddie Darko:   Frankie Feedler.  You remember him?  From high school.  He died.  On his way 
to the prom.  Remember? 
 Rose Darko:  Mm, hmm. 
 Eddie Darko:   They said he was doomed.  Jesus.  They could have said the same  thing about 
Donnie.（chapter 3）
ドニーの父エディ（Eddie）は、高校のときの友人フランキー（Frankie）のように、ドニーは死
ぬ運命にあったのだと言う。さらにその亡くなった友人の名前は、ドニーの想像上の友人として
現れた彼のもう一つの自我であるフランクと同じなのである。(12) これらのことは、彼が本来事故
によって死ぬべき存在であったことを暗示しているのである。
ドニーは『最後の誘惑』のイエスと同様に日々、神への探求を行っている。神への探求の中で
生じた疑念から、彼は自分の運命を変えて死ぬこと以外の選択肢を模索するが、運命には抗えな
いことを知り、自らの選択で死を決断するのである。運命に抗おうとする彼の意思が、モニトフ
先生との次のような会話から窺える。
 Donnie Darko:   Could these portals just appear anywhere, anytime? 
 Kenneth Monnitoff:  I think that's highly unlikely.  No, I think what you're talking about is an 
act of God. 
 Donnie Darko:   If God controls time, than all time is pre-decided. 
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 Kenneth Monnitoff:  I'm not following you. 
 Donnie Darko:   Every living thing follows along a set path.  And if you could see your 
path or channel, then you could see into the future, right? 
  Like thatʼs a form of time travel. 
 Kenneth Monnitoff:   Well, you're contradicting yourself.  If we were able to see our destinies 
manifest themselves visually then we would be given a choice to betray 
our chosen destinies.  And the mere fact that this choice exists would 
make all preformed destiny come to an end. 
 Donnie Darko:   Not if you traveled within God's channel.（chapter 15）
ドニーは運命が映像として目に見えるなら、運命を変えることが可能であるとモニトフ先生に主
張するが、先生は運命が目に見えているなら運命に背く選択肢も存在し、その選択自体が運命に
背いていると結論付ける。ドニーはそれが神の介在ならどうかと問い続けるが、先生は神に対す
る冒涜を避けるため、ドニーとの会話をそこで中断する。運命に抗うことができないと知ったド
ニーは、神ならそれが可能であるという結論に至り、さらに神への探求を行うのである。
神を表現する言葉として、作中で “Deus ex machina” が二回言及されている。一つ目は、ポメロ
イ先生の最後の授業 “Watership Down” で、ドニーはウサギの生死に人間は関係ないと冷淡な意見
を述べる。先生は私たちもまたウサギのような存在であると述べ、“Aren't we forgetting about the 
miracle of storytelling?  The deus ex machina, the god machine?  That's what saved the rabbits.”（DC, 
chapter 18）と言って、最後の授業を終える場面である。ここでのウサギは比喩的にこの世界の
人々のことを表している。二つ目は、地下室の扉の前で争っているドニーと不良のセス（Seth）
に向かって、遠くから一台の車がやってくる場面である。セスがドニーにナイフを突きつけ “Did 
you call the fucking cops?”（chapter 25）と言うと、ドニーは “Deus ex machina.”（chapter 25）と
言って、セスがそれを警察だと思い込んで逃走する場面である。ここでは、ドニーが突然やって
きた車に対し、不良から自分を助けてくれる存在として “Deus ex machina” と捉えていることか
ら、“Watership Down” の影響を受けていることが明らかである。これらの場面は、“Deus ex 
machina” を否定していたドニーの神に対する思想が、物語の中で変化していることを表している
のである。
ドニーの神への探求は自身が孤独に死ぬことを避けるためでもある。ドニーはサーマン医師と
のカウンセリングで、いくら考えても証拠が見つからないから神への探求をやめると一度は言う
ものの、その後に The Philosophy of Time Travel に書かれている不思議な出来事が次々に起こり、
彼は再び神への探求を続けるのである。最後のカウンセリングでドニーは神の計画のために自分
がタイム・マシンを作り、タイム・トラベルを行うと話し、それがフランクの計画だと告げるの
である。第一章第二節で述べたように、フランクはドニーのもう一つの自我であり、フランクの
計画とはドニーの意思に基づくものなのである。ドニーの意思とはタイム・トラベルを行って神
の領域に踏み込むことであり、それによって運命を変えることである。ドニーは自身の選択によっ
て運命を決定することで、象徴的に神の役割を担うことを考えているのである。ドニーはサーマ
ン医師の部屋にある犬のぬいぐるみを抱いて、脅えた様子で彼女とこの会話を交わしている。犬
のぬいぐるみを抱くという行動は、孤独なドニーが飼い犬のキャリーのことを思い出して、死ぬ
ことへの恐怖を感じていることを表している。サーマン医師が神への言及を続ける中で、ドニー
は幻覚に囚われてパニック状態に陥る。彼女はそれを抑えるために、彼を抱きしめて次のように
言う。
  If the sky were to suddenly open up, there would be no law.  There would be no rule.  There 
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would only be you and your memories, the choices you've made and the people you've 
touched.  If this world were to end, there would only be you and him and no one else.（DC, 
chapter 21）
もし空が突然開くものなら、そこに法則はない。あるのはあなたの記憶とあなたの取った選択と
あなたの知人だけだという言葉は、不確かな世界で確実なものは、自分が決めて取った行動と自
分の周囲の人間に対して残る記憶だけであることを意味している。これは現在のドニーがあるの
は運命に導かれたものではなく、自分の選択がもたらした結果であることを示している。サーマ
ン医師はこのような振る舞いと言葉によって、彼の孤独感を取り除くのである。さらにこの言葉
から、ドニーは運命が選択によって導かれるものであり、そこに神の意思が介在しないことを知
るのである。
ドニーは全ての人々の運命を背負い、自らの選択によって死を決断する。その象徴的な役割が
The Philosophy of Time Travel の “Chapter Nine  Ensurance Trap” に書かれている。
  The Manipulated Dead will set an Ensurance Trap.  The Living Receiver must ensure the fate 
of all mankind.（DC, chapter 22）
ドニーが自ら選択を行い、全ての人々の運命を背負って、『最後の誘惑』におけるイエス・キリス
トを模した救世主としての死を迎えることで、世界の救済とともに新たな未来が創造されるので
ある。ドニーは神への探求の中で、運命が神の定めるものではないと結論付ける。飛行機のエン
ジン落下事故において、ドニーは死ぬ運命にあったのではなく、事故を回避する選択をした結果、
恋人グレッチェン、母ローズ、妹サマンサの死を経験するのである。その選択が自分を含む他者
の運命をも左右していることに気付いたドニーはタイム・トラベルという手段を用いて、自らの
死を選択するのである。『最後の誘惑』で悪魔に惑わされていたイエスも自らの選択によって、磔
刑の場に戻ることで、運命を変えるのである。『ドニー・ダーコ』は、『最後の誘惑』のイエス・
キリスト像を寓意として描くことで、運命が神の定めるものではなく、自らの選択の結果がもた
らすものであることを示しているのである。
結論
本論文では、『ドニー・ダーコ』が表現するものについて、主人公を取り巻く環境を踏まえて、
いくつかの場面を取り上げ、『不思議の国のアリス』や『最後の誘惑』との比較をして考察してき
た。そして、この作品の多様な解釈を取り上げて、イエス・キリストとの比較から、この物語が
本質的に描いていることについて論じてきた。
第一章では、『ドニー・ダーコ』の作品背景や登場人物がもたらす効果を考察し、アメリカの画
一的な郊外コミュニティの批判的な見方について論じた。また、心の病気のために、疎外感を覚
えている主人公が、自分のもう一つの自我である想像上の産物との葛藤を通して、精神的成長を
果たしていることについて論じた。
第二章では、『ドニー・ダーコ』の代表的な二つの解釈について、それぞれのモチーフを明らか
にし、特徴的な場面を取り上げて論じた。夢であるという解釈では、物語がドニーの見ていた夢
であることを明らかにし、タイム・トラベルであるという解釈では、ドニーがタイム・トラベル
を行う根拠とともに彼の行動原理について論じた。
第三章では、『ドニー・ダーコ』の表現していることが、自己犠牲を通して他者を救済すること
であり、それを『最後の誘惑』と比較して論じた。さらに、ドニーが神への探求の中で生じた疑
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念から、運命を変えるための選択を行うことが、『最後の誘惑』におけるイエス・キリストの寓意
として描かれていることについて論じた。
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